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論文概要

本論文は、災害時に避難所として利用される学校におい
て、教育機関と避難所の役割を両立させながら、社会的課
題であるペットとの同行避難を実現するための具体的方策
を提案しています。
同行避難が呼びかけられている一方で、現状は、避難所
での動物対応が飼い主に委ねられており、アレルギー物質
の拡散、騒音・体臭による精神的苦痛、盲導犬ユーザーの活
動阻害などが生じているとしています。これらの課題に対
し、空間的な隔離が必要であるとし、避難スペース内に設置
可能な仮設小屋を検討しています。

仮設小屋は、塩化ビニル管を骨組みに用い、耐久性の高
いビニールで覆われており、総重量約6.14kgと軽量でありな
がら、座高や身長のデータに基づき人間が足を伸ばして就
寝できるサイズに設計されています。設営時には中間部の
骨組みをはめ込むだけで済むよう簡素化され、弱視の盲導
犬ユーザー自身による組み立てや、避難所運営者の負担軽
減に貢献すると述べています。また、小屋はアレルゲン拡散
を抑制し、清掃も容易であるため、動物と人間の両者がスト
レスなく共存できる環境を創出し、「飼い主任せ」の現状を
改善する実践的な解決策となると述べています。

【特別賞】動物を受け入れる避難所としての学校
受賞者：遊佐　将伍　（宮城教育大学）

この度は特別賞にご選出いただき、誠にありがとうございます。
本論文では、避難所としての学校における、盲導犬を含めた動物との同伴避難について検

討いたしました。皆さまにおかれましては、動物と生活している・いないにかかわらず、動物
との同行避難・同伴避難や、盲導犬及び視覚障害児・者の避難時の困難等に関心を持ち、お
考えいただければ幸いに存じます。
今後も障害・災害・教育等の観点から探究を深めてまいります。

受賞者
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